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研究発表概要（レジュメ）

研究発表Ⅰ

SDGsにおける語彙習得に関する一考察：パラフレーズの観点から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋　強（東海大学）

今回の発表は、発表者が非常勤講師として勤務する日本大学生物資源科学部の獣医学科で一貫して教えている自然科学分野におけるSDGsに関して、難解な語彙や表現を分かり易くパラフレーズして教えることにより、学生の語彙習得がどの程度達成できたのかをクラスター分析や５件法により分析し、さらにはデータ化し、達成度を分析したものである。また今回の発表では語用論的な観点から機能的知識と社会言語学的知識との両面に関して語用論的考察を加えたものである。また発表者が授業で使用している教材に関しての語用論的記述を例として取り上げ、パラフレーズする際に必要であるFocus-on-Formsと Focus-on-Meaningについても考察し発表することである。
　今回の調査では質問項目として12項目の質問を、発表者が教えている獣医学科の学生に質問し、回答してもらったアンケート結果を収集することにより、より明確にパラフレーズして語彙習得を習得したほうが容易なのか、またはパラフレーズをすることなしに語彙を習得したほうが容易なのかについて発表する予定である。今回の調査で明らかとなったことは、発表者による仮説と学生からの回答とのある程度の乖離が見られたことである。当然ながら発表者は、パラフレーズして難解な自然科学英語表現を取得したほうが容易であろうという仮説を立てたが、学生にとっては必ずしもこの限りではないということが判明したのである。これに関しての理論的証拠づけと実践的実用的な語彙習得に関する相違がみられたのである。これはメタ語用論としての認識の違いから生じたものである。つまり話し言葉による断片性と書き言葉による統合性の違いが浮き彫りとなったのである。今回の発表では、上記したことに関して詳細な分析を行い、分析結果を考察し、ある一定の結論を導き出すに至ったことは、今後の理系英語や自然科学英語習得に微力ながら貢献できたことは言うまでもないことである。

研究発表Ⅱ

英語におけるWhat’s X is X表現の使用と発達、およびその理論的示唆
青木　輝（明海大学）

Boys are boysやwhat’s done is doneのような、一見すると情報を持たないトートロジー表現は、なぜ理解が可能なのだろうか。先行研究では、この問いに対し、語用論的な推論によるとする立場 (e.g. Ward and Hirschberg 1991) と、言語ごとに慣習的な解釈が決まっているとする立場 (e.g. Wierzbicka 1987, 1988) が存在していた。現在では折衷案として両者を支持する研究が多いが、慣習的側面については、その存在をコーパスなどで実証的に検証する研究がHirasawa(2017)などに限られており、またその慣習的意味の構築のプロセスなどは未だ不明なことが多い。
こうした課題を踏まえ、本研究では、英語におけるWhat’s done is doneのような表現について、その共時的特徴と通時的な発達について検討をした。具体的には、まずコーパスデータに基づいてWhat’s X is Xという構造に付随する解釈を検討し、その形式と意味の結びつきを構文として検討した。その後、歴史的な発達の過程についてもコーパスと様々な辞典の記述に基づき検証を行った。
以上の過程から、本研究では次の2つのことを明らかにした。1つ目は、What’s X is Xは、生産性こそ低いものの、What’s done is doneという言い回しに基づいて拡張した、特異な意味を持った表現であるということである。2つ目に、歴史的には、この表現は他言語の諺を元にしている可能性があり、いくつかの形式的なバリエーションを持ちながら現在のトートロジーの形式に合流したということである。この2点が持つ理論的示唆は、特定のトートロジーは確かに歴史的かつ名議論的なプロセスで構築された固定的解釈を有し、個別の構文として見做す必要があるということである。さらには、これまでのように語用論的な推論との関連で議論することは必ずしも適さないということである。上記の内容を示すことが本研究発表の目的である。

研究発表Ⅲ

RattiganとHarlequinade
落合　真裕（十文字学園女子大学）

Terence Rattiganが1948年に発表したHarlequinadeはPlaybillというタイトルでThe Browning Versionと二本立てで同時に上演された一幕劇である。作品の舞台は劇場で、中年役者のGosport夫妻がShakespeareのRomeo and Julietのリハーサルをしているところへ、様々な人物が出入りし幕開け直前に大混乱が起きるドタバタ劇である。中年の老教師の孤独と苦悩を描いたThe Browning Versionとは対照的で、滑稽で軽快なストーリーとなっている。複数の研究者が指摘しているようにHarlequinadeの中で、Rattiganは当時の演劇界における「革新性」への傾倒に抗い、伝統的な演劇様式を守ろうとする自身の姿勢を明確に打ち出している。しかし、中心人物であるArthur Gosportに注目すると、本作が単に劇作家としての立場を示すだけでなく、そのような姿勢を取る自らを風刺する自己批評的な側面も併せ持っていることが見えてくる。
本発表では、Harlequinadeがラティガン自身の劇作家としての自負心を、皮肉を込めて描いた自己批評的な作品であるとともに、一部の批評家や同時代の劇作家たちから批判を受け続けた彼の苦悩を反映した、自伝的要素の強いシリアスな作品でもあることを明らかにしたい。



研究発表Ⅳ

英語名詞句の潜伏疑問文に関わる形式的特徴と意味解釈
中井　延美（明海大学）

本研究では、英語名詞句が潜伏疑問文（concealed questions, CQs）として解釈されるか否かをめぐって、その形式的特徴が意味解釈にどのように関与しているかを検討する。潜伏疑問文とは、特定の文脈において問いの答えを引き出すような名詞句のことである。たとえば、Steve knows the author. では、名詞句 the author が暗に “Who is the author?” という問い（= 潜伏疑問文）を示唆している可能性がある一方で、「Steveがその著者と個人的に知り合いである」という意味にも解釈され得る。英語では、定冠詞 the のような限定詞が、特定の動詞（例：know, find out, guess）とともに用いられると、名詞句が潜伏疑問文として機能する傾向があると指摘されている（Heim 1971, Nathan 2006, Barker 2016）。一方、不定冠詞（a/an）を伴うCQ名詞句に関する問題も議論されている（Frana 2006）。また、名詞句がCQとして解釈されるかどうかは、その主要名詞（head noun）が関係名詞（relational noun）であるか、種類名詞（sortal noun）であるかに依存する可能性も示されている（Barker 2016）。しかし、これらの観察には、名詞句が定（definite）か不定（indefinite）のいずれかに分類されるという二分法的体系（dichotomy system）が存在することによる形式的特徴からの寄与が十分に反映されているとは言いがたい。本研究では、以上の点を踏まえ、英語名詞句の潜伏疑問文に関わる形式的特徴と意味解釈について、Wilson & Sperber（1993）の手続き的意味の枠組みを拡張的に援用しながら、より明確な説明を試みる。

研究発表Ⅴ

Haiku and Emoji: Semantic Fields of Japanese Loanwords in English Across Two Periods
Yutai Watanabe (Hosei University)

As of March 2025, the Oxford English Dictionary (OED) includes 584 entries of Japanese origin. The English language has experienced two major peaks in lexical borrowing from Japanese: the late 19th century, when Japan ended its isolation and began engaging with the West, and the half-century after 1970, when Japan emerged as a global economic power and a trendsetter in pop culture. Drawing on data from the OED, the Corpus of Global Web-Based English (Davies, 2013), and other online sources, this paper examines the semantic fields of Japanese loanwords adopted during these two distinct periods. Borrowings from the former period predominantly pertain to flora and traditional arts, whereas those from the latter period are more closely associated with business practices and popular entertainment. Instances of semantic specialisation and shift are also more prevalent in the latter group. These patterns reflect the broader global expansion of Japan’s economic and cultural influence. However, the spread of fandom-related terminology reveals a time lag across countries, underscoring the complexities of studying lexicon within the framework of contact linguistics.
